
天塩川 資料６

情報提供

第１１回 天塩川下流減災対策協議会

第１１回 天塩川下流流域治水協議会

令和８年２月



情報提供【流域治水対策等の主な支援事業集2025】

◼ 流域治水対策等の主な支援事業が70項目掲載。
◼ 掲載URLは以下の通り↓

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/ryuiki_pro/pdf/ryuikitaisaku1_r704.pdf
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情報提供【流域治水オフィシャルサポーター制度】

◼ 流域治水に取り組む企業等や流域治水の取組を支援する企業等を「流域治水オフィシャルサポー
ター」として認定。現在、令和８年度の募集中。

◼ 掲載URLは以下の通り↓
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001970116.pdf
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■日  時 令和7年12月12日（金） 13：３０～16:00

■場  所  留萌市文化センター（大ホール）

会場：５５５名 、web：３３４名 [計  ８８９名]

■参加者 海保、気象台、振興局、市町村、警察、消防、北電、留萌建協、建設コンサルタント、商工会、高校生 など

■司  会 FMもえる

・ 行政だけではもはや住民を守り切れない、行政任せにするのではなく地域全体で考える、行動する事が必要

『子供たちになぜ逃げないのか聞くと「じいじとばあばが逃げなくても大丈夫と言っているから。」と答える。
あなたたちが避難しない事が逃げない人間を育て、その事が将来あなた達の孫の命を奪うことになる。
逃げる孫が育てばその子が親になった時、その子供はちゃんと逃げる子供になる。』

・ 防災教育は二人称で語れ

■構  成  １．情報提供 留萌地方の気象特性  旭川地方気象台

２．事例紹介 留萌地域の防災の取組み
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①留萌市[防災訓練]

②留萌開建[留萌川治水事業、道路啓開計画]

３．講 演  地域で守るいのち～災害と向き合う力～[片田先生]

■留萌地方の気象・地震・津波といった地域特性を改めて理解。
■開発局や留萌市の情報提供もわかりやすく、勉強になった。
■S63に発生した留萌川の洪水を知らなかったし、浸水範囲がとても広いこ
とに驚いた。激特事業として護岸工事が行われたことも今回知った。

■道路啓開は初めて聞いた、災害から72時間以内に被災地まで道路啓開を行
う事は、すごいことだと思った。

■大井道路防災推進官のお話は、とてもわかりやすかった。
■コンサルとして地域特性を生かした防災・減災への意識向上および取組に
貢献していきたい。

■これまでの教育に加え、自分の命は自分で守るという実際の行動に移せる
防災教育が必要。

■地域防災力の向上のために、小学生等への防災教育を拡充させることが重
要。今後もハイブリッド式開催を希望する。

■お一人様として生活している人が多い中、家族単位で命の大切さを訴える
ことがいつまで続けられるのか、不安も同時に感じた。

■まずは今日学んだことを活かし災害への対策や備蓄等を改めて見直したい。
■何度も聞きたくなる講演は初めて。

■子供と家族の信頼関係について、昨晩、夫と話した。後日再配信があるの
で、夫にも見てほしいと感じている。

■機会があればまた片田敏孝さんの講演を聴きたいと思った。
■今まで甘くみていた津波についての理解が深まり、災害に向き合う心構え
が変わったような気がする。

■VTRで親子が別々にいるときに津波が来た場合の話し合いの場面が非常に
心を打たれた。

■今回の講演は、災害の自分事化を考える良いきっかけとなった。
■地元で消防団に加入しており、自分の地域でも防災意識を高め、共助の仕
組みづくりに積極的に関わりたい。

■全く知らいない土地の取組をweb聴講でき、とても興味深かった。
■「何だ、何も起こらなかったじゃないか」と怒るのではなく、「何事もな
くて良かったね」と思えるような気持ちを持ち続けていきたい。

■少しでも早く多くの方々がいざという時に行動できるようになること、自
分も助けられるように、学ぶことへの向上を目指していこうと思う。

■片田先生のお話を聞いていると、自然に涙が流れました。防災対策は「み
んなで考える」地域や家族で考える事が重要。

■住民へうまく周知・浸透できないという感じがしていたが、どちらかとい
うと行動指南型で上から目線の周知をしていたのだと気づいた。

■防災意識の醸成は２人称で考えることが重要。
■青森県東方沖地震、連動する後発地震に関する講演を聞けて良かった。

【フレーズ】公助・共助・自助、家族、地域、思い合い、絆、命のつ
ながり、後発地震情報、二人称、自分事化、防災教育、バイアス

回答数：133名
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